
Earnest
日本の持続的な成長と活性化を目指す

一般財団法人 アーネスト育成財団 活動報告

技術経営人財の育成と活用

1 Earnest Vol.06 No.2 January  15.2018

1/15 2018誠実を伝える情報紙

Vol.06 No.2  (S021)

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
財

団
は
豊
か
で
明
る
い
持
続
的
な
成
長
を
す
る
日
本
づ
く

り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
技
術
経
営
人
財
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
財
団
の
主
力
事
業
で
あ

る
西
河
技
術
経
営
塾
は
、
い
ま
学
ん
で
い
る
５
期
生
を

含
め
る
と
、
20
名
の
塾
生
を
育
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
塾
で
の
学
び
を
経
営
に
生
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
特
徴
あ
る
運
営
で
成
果
を
出
し
始
め
て
い
ま
す
。

入
塾
す
る
と
塾
生
に
、
売
上
を
10
倍
に
す
る
経
営
戦

略
を
考
え
る
よ
う
指
導
し
ま
す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
に

は
、
経
営
学
を
学
び
、
目
標
に
向
か
っ
て
計
画
を
立
て

て
事
業
に
取
り
組
む
必
要
性
が
出
る
か
ら
で
す
。
こ
れ

が
経
営
者
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
10
倍
と
い
う
高

い
目
標
は
、
精
神
論
で
「
頑
張
ろ
う
」
と
、
従
業
員
を

励
ま
す
だ
け
で
実
現
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３
年
と
か
５
年
と
か
の
計
画
を
立
て
て
、
組
織
的
に
人

財
を
育
成
し
、
併
せ
て
モ
ノ
と
カ
ネ
に
関
す
る
戦
略
を

立
案
し
、
地
道
に
役
割
分
担
を
決
め
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
実
現
し
ま
せ
ん
。

そ
の
時
重
要
な
の
は
、
保
有
す
る
自
社
の
強
み
を
正

確
に
把
握
す
る
こ
と
だ
と
指
導
し
ま
す
。
事
業
を
支
え

て
い
る
強
み
の
源
泉
に
会
社
が
持
つ
エ
ン
ジ
ニ
リ
ン
グ

(

技
術)

が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
せ
ま
す
。
も
の
づ
く
り

で
も
、
コ
ト
づ
く
り
で
も
、
お
客
様
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

支
え
て
い
る
の
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
な
の
で
す
。
技

術
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ブ
ラ
ン

ド
の
存
在
を
認
識
さ
せ
る
こ
と
で
塾
生
の
会
社
の
強
み

づ
く
り
を
指
導
し
ま
す
。
私
が
経
営
者
と
な
り
初
め
て

の
年
の
売
上
高
は
54
億
円
で
し
た
。
２
０
０
０
年
か
ら

２
０
１
７
年
迄
の
17
年
間
で
、
売
上
高
が
１
兆
２
３
２

４
億
円
と
な
り
、
２
２
８
倍
の
成
長
を
実
現
し
て
い
ま

す
。
数
年
で
10
倍
の
目
標
は
決
し
て
不
可
能
な
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
き
く
成
長
す
る
企
業
を
、
傍
か
ら
見
る
と
ス
ー
パ

ー
マ
ン
の
よ
う
な
優
秀
な
経
営
者
が
率
い
て
、
何
か
他

と
違
う
特
殊
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
標
に
向
け
て

計
画
を
立
て
て
、
組
織
化
し
て
、
細
か
な
戦
略
を
立
案

し
、
そ
れ
を
実
践
し
、
コ
ツ
コ
ツ
と
地
道
に
経
営
を
行

っ
て
き
た
結
果
が
大
き
な
成
果
と
し
て
現
れ
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
『
成
せ
ば
成
る
』
の
精
神
で
未
来
に
向

け
大
き
な
夢
を
抱
き
ま
し
ょ
う
。

ＯＰＩＮＩＯＮＳ

[ 定時評議員会 第６期 ]

次世代の講師の養成 ・・・・・・・ ４頁

[ 西河技術経営塾（第５期生）]

デジタル広告の活用 ・・・・・・ ２頁

経験の中で育つグローバル経営人財 ・・・・・・・ ６頁

事業拡大、経営スピードを上げる

光輝くエンジニアリング・ブランド
一般財団法人アーネスト育成財団 理事長 西河洋一

技術経営人財の育成で実績を重ねる

[ HRM研究会準備会合（第８回）]

国内で経営ができればグローバル経営はできる



2 Earnest Vol.06 No.2 January 15.2018

急
成
長
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
講
演

昨
年
10
月
（
第
６
回
）
に
西
河
洋
一

塾
長
は
、
演
習
の
時
間
の
中
で
『
経

営
』
と
題
す
る
講
義
を
し
た
。
平
成
12

に
伏
見
建
設
㈱
代
表
取
締
役
に
就
任
し

た
時
の
売
上
が
54
億
円
。
13
年
間
経
っ

た
、
平
成
25
年
11
月
に
飯
田
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
社
長
に
就
任
す

る
直
前
に
は
、
2
千
億
円
を
超
え
る
会

社
に
し
た
。
そ
の
成
長
戦
略
を
詳
し
く

説
明
し
た
。

ア
ー
ネ
ス
ト
ワ
ン
新
社
長
の
建
直
し

社
長
と
し
て
取
り
組
ん
だ
体
制
立
て

直
し
は
、
社
名
の
変
更
、
ブ
ラ
ン
ド
名

考
案
、
商
標
、
社
是
、
社
訓
の
策
定
、

行
動
規
範
、
経
営
方
針
、
コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ポ
リ
シ
ー
、
株
式
上
場
の
準
備
、
資

本
政
策
、
既
存
し
が
ら
み
の
混
絶
、
業

界
慣
習
の
破
壊
、
事
業
拡
大
に
よ
る
求

心
力
増
大
、
安
定
し
た
仕
事
を
、
絶
え

西河技術経営塾 実践スクール

5期生（2017.9.7～2018.5.31）西河技術経営塾

【
講
師
の
コ
メ
ン
ト
】

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
Ｐ
Ｒ

小
平
和
一
朗
講
師

塾
生
の
多
く
が
、
新
入
社
員
の
採
用

で
困
っ
て
い
る
。
社
員
が
増
え
な
く
て

は
会
社
が
大
き
く
な
れ
な
い
。
仕
事
は

あ
る
が
、
し
か
し
、
社
員
が
入
っ
て
く

れ
な
い
と
い
う
悩
み
を
抱
え
る
。

社
長
か
ら
、
会
社
の
方
針
を
明
ら
か

に
し
「
こ
の
会
社
で
働
き
た
い
」
と
い

わ
せ
る
会
社
に
す
べ
き
だ
と
指
導
し
て

い
る
。
実
際
に
は
、
い
い
会
社
な
の
だ

か
ら
、
表
に
向
か
っ
て
、
そ
の
良
さ
を

発
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ブ
ラ
ン

ド
を
構
築
す
る
こ
と
の
目
的
と
そ
の
効

果
を
塾
で
は
指
導
し
て
い
る
。

ま
ず
求
人
広
告
の
前
に
会
社
の
顔
と

な
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
整
備
が
必
要
で

あ
る
。
多
く
の
会
社
が
、
会
社
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
基
づ
い
て
、
戦
略
的
に
構
築

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
、
体
系
的
、

階
層
的
に
構
築
す
る
。

企
業
理
念
を
書
く
。
無
い
場
合
に
は

早
急
に
作
る
。
そ
し
て
、
我
が
社
が
、

何
を
目
指
し
て
い
る
か
、
何
を
し
て
い

る
会
社
か
、
社
会
的
な
関
わ
り
合
い
等

の
社
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
く
と
よ
い
。

そ
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
意
識

し
て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

『経営』というテーマで特別講義をする西河洋一塾長。講義の中で塾長は「スピードをあげろ。予定よ
り前倒しする習慣を構築する。問題が起きたら、即座に解決。ほおっておけば、仕事量が２倍にも３倍
にもなる。部下と相談し、解決まで１点集中」と語る。写真の中央は講義をする西河洋一塾長。

図１ 西河洋一の会社の経営方針

間
な
く
出
す
事
で
価
格
を
下
げ
る
、
約

束
を
守
る
事
で
、
味
方
を
沢
山
つ
く
る
、

企
業
イ
メ
ー
ジ
を
改
善
す
る
。
常
に
正

し
い
仕
事
な
ど
に
よ
り
お
こ
な
う
。

飯
田
グ
ル
ー
プ
新
社
長
の
経
営
方
針

グ
ル
ー
プ
の
経
営
理
念
は
「
よ
り
多

く
の
人
々
が
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
住
環

境
を
創
造
し
、
豊
か
な
社
会
作
り
に
貢

献
す
る
」
と
あ
る
。
飯
田
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
西
河
社
長
の
経

営
方
針
を
図
１
に
示
す
。

事業拡大、経営スピードを上げる

デ
ジ
タ
ル
広
告
の
活
用

グループ経営方針（飯田グループホールディングス）

（１）住宅分譲業界の健全な発展およびイメージ向上を目指し、住宅分
譲市場の拡大・成長に寄与する。

（２）常に新時代を切り拓く市場創造のトップ集団であり、社会から信

頼・尊敬される企業集団となる。

（３）時代の変革をいち早く読み、素早く対応できる企業集団となる。

（４）グループ企業の強みやノウハウを活かして、業務の効率化と、新

しい価値の創造を追求する。

（５）法令を遵守するとともに社会正義・社会規範を尊重し、公正な企

業活動を展開する。

（６）社員が挑戦でき、働き甲斐のある、生き生きとした魅力的な職場

にする。
（７）グループ企業は、お互いよきライバルとして、グループ企業の自

主性を尊重するとともに、グループ全体の成長・拡大を図る。
（８）グループ企業は、万全な危機管理体制を構築し、どのような事態
においても迅速・誠実に対応する。

自
社
の
強
み
と
コ
ン
セ
プ
ト
を

地
域
空
間
を
超
え
て
明
ら
か
に
す
る
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今
後
起
こ
る
変
化
を
捉
え
果
敢
に
挑
戦

杉
本
晴
重
講
師

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
の
変
化
は
目
覚
ま

し
い
。
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
等

技
術
革
新
し
か
り
、
米
国
の
Ｆ
Ａ
Ｎ
Ｇ

（
注
1
）
だ
け
で
な
く
、
中
国
の
ア
リ

バ
バ
、
テ
ン
セ
ン
ト
等
新
興
企
業
の
活

躍
も
目
覚
ま
し
い
。

「
場
が
人
を
育
て
る
」
、
「
ビ
ジ
ネ

ス
は
変
化
対
応
力
」
と
言
わ
れ
る
。
塾

生
に
は
夢
と
熱
い
思
い
が
あ
る
が
、
夢

の
実
現
に
は
、
経
営
の
基
礎
知
識
を
持

ち
、
今
後
起
き
る
変
化
を
捉
え
て
、
果

敢
に
挑
戦
す
る
勇
気
と
知
恵
そ
し
て
努

力
と
粘
り
が
必
要
だ
。

現
代
は
ス
ピ
ー
ド
時
代
と
言
わ
れ
る

が
、
世
界
的
起
業
家
も
こ
の
道
を
経
験

し
て
き
た
。
西
河
塾
で
は
、
塾
生
自
身

が
高
い
目
標
と
課
題
を
設
定
し
、
自
問

自
答
し
知
恵
を
絞
り
、
真
の
経
営
者
、

5期生（2017.9.6～2018.5.30）西河技術経営塾
西河技術経営塾 実践スクール

異
業
種
な
ど
の
連
携
が
課
題

前
田
光
幸
講
師

モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
は
、
そ

の
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
に
付
随
す
る
価
値

の
提
供
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
、
企
業
は
モ
ノ

や
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化
、
コ
ス
ト
優
位

性
を
追
求
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
の
技

術
開
発
や
生
産
性
の
向
上
、
人
の
育
成

と
組
織
の
強
化
が
、
企
業
の
課
題
で

あ
っ
た
。
こ
の
課
題
へ
の
不
断
の
努
力

は
企
業
の
生
命
線
で
あ
り
、
今
後
と
も

極
め
て
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
ユ
ー
ザ
は
も
は
や
モ
ノ
・

サ
ー
ビ
ス
単
体
を
欲
し
て
い
る
だ
け
で

は
な
い
。
モ
ノ
で
言
え
ば
、
使
用
価
値
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
価
値
に
、
サ
ー
ビ
ス

で
言
え
ば
、
享
受
の
心
地
よ
さ
、
安
心

感
、
信
頼
感
な
ど
総
合
価
値
に
焦
点
を

当
て
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
多
様
な
価
値
観
が

必
要
で
あ
り
、
異
業
種
や
様
々
な
関
係

者
と
の
連
携
が
企
業
の
新
し
い
課
題
で

あ
り
、
そ
れ
が
企
業
の
優
劣
を
決
め
る
。

受
講
生
に
は
当
塾
を
、
そ
う
い
う
観
点

か
ら
、
こ
の
新
し
い
課
題
を
考
え
る

「
場
」
と
し
て
欲
し
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
の
経
営
を

淺
野
昌
宏
講
師

こ
こ
の
と
こ
ろ
、
英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
、

欧
州
で
の
極
右
政
党
の
台
頭
、
ア
メ
リ

カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
出
現
な
ど
、
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
と

も
い
え
る
流
れ
が
出
て
き
て
、
移
民
排

斥
や
、
国
と
国
・
国
と
地
域
の
間
に
バ

リ
ヤ
ー
を
作
る
動
き
も
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
太
古

の
昔
か
ら
、
地
域
を
越
え
た
交
易
を
通

じ
て
人
類
が
発
展
し
て
き
た
事
実
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
グ
ロ
ー

バ
ル
化
）
と
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
国
際
化
）
の
間
に
は
、

概
念
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
国
や
地

域
を
越
え
た
交
易
の
重
要
性
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
５
期
の
塾
生
の
皆

リ
ー
ダ
ー
と
は
何
か
を
学
ぶ
機
会
を
提

供
し
て
き
た
。
私
も
「
モ
ノ
づ
く
り
」

講
義
を
通
し
て
、
塾
生
に
は
グ
ロ
ー
バ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス
と
リ
ス
ク
を

知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

「多様な価値観が必要、そのためにも
異業種などとの連携が新しい課題であ
る」と前田講師

「
経
験
知
」
を
伝
え
る

大
橋
克
已
講
師

西
河
技
術
経
営
塾
の
講
師
は
５
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
私
は
75
才

と
な
り
後
期
高
齢
者
で
す
。
今
年
の

塾
生
も
熱
心
に
経
営
の
勉
強
を
し
て

い
ま
す
。
何
を
学
ぶ
か
は
人
そ
れ
ぞ

れ
に
違
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
講

師
と
し
て
何
を
伝
え
る
べ
き
か
を
何

時
も
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
ビ
ジ
ネ

ス
界
で
ず
っ
と
仕
事
を
し
て
き
た
の

で
、
そ
こ
で
経
験
し
た
経
営
の
知
恵

を
伝
え
る
こ
と
で
、
塾
生
が
「
経
験

知
」
と
し
て
将
来
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立

て
て
も
ら
え
た
ら
と
思
う
。

私
の
さ
さ
や
か
な
経
験
知
に
塾
生

が
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
、
将
来
企

業
経
営
者
と
し
て
、
自
ら
が
経
営
課

題
を
解
決
す
る
時
に
少
し
で
も
役
立

て
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

セ
オ
リ
ー
と
し
て
の
知
識
を
獲
得

す
る
だ
け
で
な
く
、
先
輩
の
実
践
を

通
し
て
得
た
経
験
知
を
企
業
経
営
の

中
に
加
え
て
、
卒
業
し
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
る
。

「先輩の経験知を、企業経営の
中に加えて卒業をして欲しい」
と語る大橋講師。

「今後起こる変化を捉え、挑戦する勇気・
知恵・努力・粘りが必要」と語る杉本講師

「地球を俯瞰する広い視野を
もって経営を」と語る淺野講師

「働きたくなるような会社にし
よう」と語る小平講師

様
に
は
、
地
球
を
俯
瞰
す
る
広
い
視
野

を
も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
経
営
に
あ
た

っ
て
い
っ
て
戴
き
た
い
も
の
と
願
っ
て

お
り
、
微
力
な
が
ら
こ
の
お
手
伝
い
を

出
来
れ
ば
嬉
し
く
存
ず
る
次
第
で
す
。

（注１）ＦＡＮＧとはＦ（フェースブック）、Ａ（アマゾン）、Ｎ（ネットフリックス）、Ｇ（グーグル）の総称
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定時評議員会

2017.12.13第６期 事業計画

評
議
員
会
、
理
事
長
挨
拶

公
益
財
団
法
人
へ
移
行
す
る
目
標

評
議
員
会
に
先
立
っ
て
、
西
河
洋
一

理
事
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。
「
今
日

は
集
ま
り
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
５
年
前
に
財
団
を
設
立
し

て
、
西
河
技
術
経
営
塾
を
開
い
て
、
講

義
を
通
じ
て
、
経
営
を
教
え
て
き
ま
し

た
。
今
回
、
塾
の
Ｏ
Ｂ
組
織
の
代
々
木

会
が
で
き
て
財
団
の
活
動
も
充
実
し
て

き
ま
し
た
。
喜
ば
し
く
思
っ
て
ま
す
。

講
義
で
は
、
若
手
経
営
者
の
育
成
の

た
め
に
講
師
の

方
々
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
通
っ

て
頂
い
て
い
ま

す
。
目
標
は
、

一
般
財
団
法
人

か
ら
公
益
財
団

法
人
に
移
行
す

る
目
標
が
あ
り
、

そ
れ
が
実
現
で

き
れ
ば
、
持
っ

て
い
る
株
を
入

れ
た
り
す
る
こ

と
を
考
え
て
ま

す
。
代
々
木
会

も
で
き
た
の
で
、

塾
生
が
財
団
を

担
う
よ
う
な
組
織
に
な
っ
て
頂
け
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
。
（
注
２
）

第
５
期
（
平
成
28
年
度
）
事
業
報
告

次
世
代
の
塾
講
師
の
育
成
（
一
部
紹
介
）

平
成
29
年
4
月
に
西
河
洋
一
理
事
長

か
ら
「
ア
ー
ネ
ス
ト
育
成
財
団
は
短
期

で
終
わ
っ
て
よ
い
も
の
で
は
な
く
、
持

続
的
で
か
つ
永
遠
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
「
西
河
技
術
経
営
塾
は
経
営
者
の

育
成
に
お
い
て
実
績
を
上
げ
て
い
る
」

「
財
団
の
設
立
理
念
の
実
現
に
取
り
組

め
て
い
る
」
「
塾
で
の
教
授
方
法
を
い

か
に
次
の
世
代
を
担
う
講
師
陣
に
伝
え

る
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
」

「
講
師
陣
の
若
返
り
策
に
早
急
に
着
手

し
て
欲
し
い
」
と
の
要
望
が
だ
さ
れ
、

理
事
会
に
て
具
体
的
な
取
り
組
み
を
検

討
し
た
。

新
ら
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、

（
１
）
西
河
技
術
経
営
塾
研
究
科
・
前

期
と
後
期
を
設
置
し
、
塾
講
師
の
養
成

（
２
）
西
河
技
術
経
営
塾
の
出
前
講
座図２ 平成２９年度の財団役員体制

次世代の講師の養成
平
成
29
年
12
月
13
日
、
飯
田
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
本
社
内
会

議
室
（
東
京
都
新
宿
区
）
に
お
い
て
、
第
５
回
定
時
評
議
員
会
を
開
催
し
た
。

評
議
員
の
中
か
ら
互
選
に
よ
り
前
田
光
幸
を
評
議
員
会
の
議
長
に
選
任
し
議

事
に
入
っ
た
。
議
事
の
内
容
は
「
第
５
期
（
平
成
28
年
度
）
事
業
報
告
の
承

認
」
「
第
５
期
決
算
報
告
書
（
平
成
28
年
度
）
）
の
承
認
」
「
監
事
の
辞
任

と
選
任
」
「
第
６
期
の
役
員
体
制
の
報
告
」
「
第
６
期
事
業
計
画
」
「
第
６

期
収
支
予
算
書
」
「
評
議
員
、
理
事
及
び
監
事
の
報
酬
の
額
」
な
ど
に
つ
い

て
審
議
し
、
決
議
し
た
。

今
回
か
ら
新
た
な
試
み
と
し
て
、
評
議
員
会
終
了
後
、
研
究
科
・
前
期
の

研
究
生
３
名
か
ら
中
間
報
告
が
役
員
に
対
し
て
あ
っ
た
。

「塾生が財団を担うような組織に
なって欲しい」と話す西河理事長

第６期（平成29年度）の事業計画で「第５期までを振り返ると、当財団の公益目的事業であ
る『人財の育成と活用に関する事業』に取り組んできて、少しずつ成果を上げることができてきた。
第６期では、第５期までに取り組んできた財団の公益目的事業である人財の育成と活用に関する
事業に引き続き取り組むとともに、事業の質の向上や財団の認知度を高めることでのブランド力の
向上に取り組みたい」などを提案した小平和一朗専務理事（右から２番目）。

技術経営人財の育成で実績を重ねる

一般財団法人アーネスト育成財団役員体制
１．理事体制（任期２年）

西河 洋 一 理事・理事長 （任期中）
小平 和一朗 理事・専務理事（任期中）
淺野 昌 宏 理事 （任期中）

杉本 晴 重 理事 （任期中）
２．評議員体制（任期４年）

前田 光 幸 評議員 （残り任期１年）
吉久保 信一 評議員 （残り任期３年）
柴田 智 宏 評議員 （残り任期１年）

小林 守 評議員 （残り任期３年）
倉田 洋 評議員 （残り任期３年）

３．監事（任期４年）
田中 千 税 監 事 （辞任）
廣田 令 子 監 事 （新任）

４．顧問（５名以内）（任期２年）
吉久保 誠一 （残り任期１年）
平 強 （残り任期１年）
坂巻 資 敏 （残り任期１年）
大橋 克 已 （残り任期１年）

角 忠 夫 （残り任期１年）

（注２）代々木会：正式な名称は「西河塾代々木会」といい、2017年8月に発足し、初代会長に２期生の鈴木義晴が就任した。
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第６期 事業計画

や
実
践
的
技
術
経
営
の
形
式
知
化
の
共

同
研
究
を
行
う
べ
く
大
学
と
の
寄
付
講

座
の
開
設
、
（
３
）
教
材
と
し
て
の
『

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ブ
ラ
ン
ド
の
す

す
め
』
の
出
版
（
日
刊
工
業
新
聞
社
）

に
取
り
組
ん
だ
。

〈
質
疑
応
答
〉

質
問
（
柴
田
評
議
員
）
塾
研
究
科
・
前

期
は
新
し
い
試
み
で
あ
る
が
、
修
了
ま

で
の
期
間
は
、
ど
の
程
度
か
。

Ａ
（
小
平
専
務
理
事
）
標
準
的
に
は
、

約
２
年
間
で
修
了
す
る
こ
と
標
準
と
し

て
い
る
。
修
了
要
件
と
し
て
、
学
会
で

の
査
読
論
論
文
を
１
本
以
上
通
す
こ
と

を
修
了
要
件
と
し
て
い
る
。

第
６
期
（
平
成
29
年
度
）

事
業
計
画

（
事
業
概
要
か
ら
）
日
本
に
目
を
向
け

る
と
、
日
本
経
済
は
停
滞
期
を
脱
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
低
金
利
を
継
続

し
て
い
て
、
そ
の
影
響
が
銀
行
に
ま
で

及
ん
で
銀
行
リ
ス
ト
ラ
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
。
こ
の
借
金
王
国
日
本
の
国

力
が
、
ど
こ
ま
で
持
つ
か
の
疑
問
に
、

誰
も
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。

消
費
税
を
は
じ
め
と
す
る
増
税
で
国
民

の
富
を
国
が
吸
い
上
げ
て
も
、
そ
れ
は

消
費
に
回
る
べ
き
お
金
が
減
る
だ
け
で
、

日
本
が
相
対
的
に
豊
か
に
な
る
と
は
思

え
な
い
。
マ
ク
ロ
で
み
た
富
が
減
衰
し

て
い
る
状
態
で
、
投
資
に
お
金
が
回
る

の
か
と
の
懸
念
を
も
つ
。
今｢

失
わ
れ
た

30
年
」
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
否
定

で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

定時評議員会

評議員会の議事のようす、議長の前田光幸（右から２番目）

研
究
科
前
期
研
究
生
の
中
間
報
告

新
し
い
試
み
と
し
て
、
評
議
員
会
終

了
後
、
研
究
生
の
研
究
成
果
を
評
議
員
、

顧
問
ら
の
役
員
に
対
し
て
報
告
す
る
場

を
設
け
る
こ
と
と
し
た
。
今
回
は
中
間

報
告
が
３
名
の
研
究
生
か
ら
あ
っ
た
。

鈴
木
：
『
学
び
と
研
究
の
違
い
』

研
究
科
・
前
期
の
鈴
木
義
晴
は
「
学

び
と
研
究
に
違
い
が
分
か
ら
な
い
」
に

関
し
て
報
告
。
研
究
は
自
ら
課
題
を
見

つ
け
自
ら
解
決
す
る
も
の
。
指
導
教
官

と
の
葛
藤
が
報
告
さ
れ
た
。

渋
谷
：
『
塾
に
く
る
と
前
向
き
に
』

前
期
の
渋
谷
加
津
美
か
ら
は
「
顧
客

メ
リ
ッ
ト
を
算
出
し
て
提
示
で
き
る
か

で
苦
労
し
て
い
る
」
と
報
告
さ
れ
た
。

技
術
経
営
学
研
究
の
入
り
口
に
あ
る
。

瀧
川
：
Ｂ
２
Ｂ
市
場
の
創
出

前
期
の
瀧
川
淳
か
ら
は
新
し
い
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
つ
く
る
際
の
潜
在
ニ
ー
ズ
の

探
り
方
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ブ
ラ
ン
ド
が

構
築
で
き
て
く
る
と
顧
客
の
困
っ
た
が

分
か
っ
て
く
る
」
と
報
告
。
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外
国
語
で
授
業
を
し
て
い
る
か
で
グ
ロ

ー
バ
ル
を
評
価
し
て
い
る

前
田
光
幸
：
こ
の
本
を
読
み
11
章
（
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
め
ぐ
る
企
業

と
大
学
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
）
と
８
章
（
日

本
企
業
に
お
け
る
「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

革
命
」
と
外
国
人
雇
用
に
つ
い
て
）
が

気
に
な
っ
た
。
日
本
の
企
業
の
姿
勢
が

ど
う
な
の
か
が
あ
る
。
海
外
展
開
が
進

ん
で
い
る
が
、
採
用
す
る
人
事
部
は
そ

の
よ
う
な
概
念
が
欠
落
し
て
い
る
。
「

外
国
人
を
雇
っ
た
ほ
う
が
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
が
上
が
り
評
判
が
よ
く
な
る
」
「

日
本
語
で
話
し
て
欲
し
い
」
「
協
調
性

が
欲
し
い
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
が
欲
し
い
」
「
ス
ト
レ
ス
耐
性
が

高
い
ほ
う
が
良
い
」
と
な
る
。

大
学
は
、
文
科
省
の
間
違
っ
た
指
導

で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
指
数
で
追
求
し
て
い

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
指
数
と
は
、
「
外
国

語
で
の
授
業
を
ど
の
程
度
や
っ
て
い
る

か
。
英
語
で
書
か
れ
て
い
る
か
。
引
用

数
と
か
、
留
学
生
が
多
い
」
と
か
で
評

価
し
て
い
る
」
。
そ
れ
は
日
本
企
業
が

海
外
の
事
業
展
開
で
求
め
る
人
材
と
無

関
係
で
あ
る
こ
と
が
分
か
ら
な
い
。

一
番
良
い
方
法
は
、
大
学
の
上
層
部

が
、
人
事
部
で
は
な
く
企
業
の
ト
ッ
プ

と
話
し
を
し
て
、
ど
の
よ
う
な
人
材
を

求
め
て
い
る
か
を
話
し
あ
う
べ
き
だ
。

米
国
は
担
当
し
て
い
る
部
門
が
採
用

杉
本
：
人
事
部
が
採
用
す
る
の
は
、
日

本
だ
け
で
あ
る
。
米
国
で
の
人
の
採
用

は
担
当
部
門
（
現
場
）
が
や
る
。

小
平
：
指
摘
の
通
り
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
か
の
実
行
部
隊
の
リ
ー
ダ
ー
が
採

用
権
限
を
持
っ
て
い
る
。
人
脈
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

前
田
：
大
学
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
。

下
斗
米
：
米
国
は
、
か
な
り
政
策
的
に

専
門
職
ビ
ザ
を
作
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
そ
れ
を
日
本
は
や
っ
て
い
な
い
。

世
界
的
に
技
術
者
の
獲
得
競
争
が
行
わ

れ
て
い
る
に
も
関
ら
ず
、
日
本
が
そ
こ

に
無
頓
着
な
の
は
逆
に
興
味
が
あ
る
。

日
本
は
世
界
か
ら
相
手
に
さ
れ
て
い
な

い
と
見
る
の
か
。
日
本
は
足
り
て
い
る

と
み
る
の
か
。

浅
野
：
日
本
側
が
無
頓
着
と
言
う
の
は

政
府
レ
ベ
ル
の
議
論
で
あ
っ
て
、
技
術

の
現
場
で
は
違
う
の
で
は
な
い
か
。

小
平
：
日
本
は
基
本
的
に
労
働
者
が
欲

し
い
。
学
生
に
し
て
ビ
ザ
を
渡
す
。
実

習
生
と
称
し
て
、
労
働
者
を
受
け
入
れ

て
い
る
。
来
る
外
国
人
は
、
日
本
で
働

き
た
く
て
来
る
。
大
学
生
な
ど
の
目
的

も
就
労
目
的
で
あ
っ
た
ら
す
る
。
本
来

の
目
的
外
で
、
現
場
の
労
働
者
を
受
け

入
れ
て
い
る
。
今
や
外
国
人
労
働
者
抜

き
に
日
本
の
工
事
は
進
ま
な
い
。

杉
本
：
結
局
、
移
民
問
題
に
な
る
。

下
斗
米
：
こ
の
研
究
書
は
移
民
政
策
に

関
す
る
問
題
を
扱
っ
て
い
る
。
先
生
た

ち
が
関
心
あ
る
の
は
、
第
２
部
（
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
雇
用
と
移
動
の
現
場
か
ら

）
と
か
第
３
部
（
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
）

を
め
ぐ
る
諸
論
点
）
だ
と
思
う
。

日
本
で
就
職
を
望
む
留
学
生
は
多
い

前
田
：
日
本
に
は
、
十
何
万
の
留
学
生

が
い
て
、
日
本
に
数
年
い
る
。
何
％
が

日
本
の
企
業
に
就
職
し
て
い
る
の
か
。

小
平
：
日
本
に
来
て
い
る
知
り
合
い
の

留
学
生
の
多
く
は
、
日
本
で
就
職
す
る

と
い
う
よ
り
、
日
本
人
と
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
を
作
り
た
く
て
来
て
い
る
と
い
う
。

杉
本
：
私
が
大
学
の
時
に
留
学
し
て
い

た
学
生
は
そ
う
で
あ
っ
た
。
国
に
帰
っ

て
自
国
の
産
業
を
育
て
て
、
そ
う
い
う

人
た
ち
は
国
の
役
人
な
ど
に
な
っ
て
い

る
。
今
来
て
い
る
留
学
生
は
、
日
本
の

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
働
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

前
田
：
現
状
の
留
学
生
の
過
半
数
は
、

2017.12.11研究会活動
HRM研究会準備会合（第８回）

（注３） ＨＲＭ： Human Resource Management
（注４）駒井洋監修、五十嵐泰正・明石純一編著（2015）『「グローバル人材」をめぐる政策と現実』、明石書店

誤
っ
て
い
な
い
か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
評
価

座
長
（
小
平
和
一
朗
）
：
下
斗
米
秀
之

か
ら
問
題
提
起
さ
れ
た
参
考
文
献
の

『
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
を
め
ぐ
る
政

策
と
現
実
』
（
注
４
）
で
記
述
し
て
い

る
内
容
に
対
し
、
議
論
を
し
た
い
。

淺
野
昌
宏
：
12
章
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

マ
ル
チ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ミ
ド
ル
ク
ラ

ス
と
分
断
さ
れ
る
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ

」
の
箇
所
で
外
国
人
に
求
め
る
人
材
と

し
て
「
企
業
が
求
め
る
人
材
は
協
調
性

」
と
言
っ
て
い
る
の
が
気
に
な
る
。

杉
本
晴
重
：
私
は
「
実
際
に
日
本
で
働

く
外
国
人
と
政
策
の
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
い

う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

小
平
：
海
外
進
出
の
現
地
法
人
の
社
長

に
は
現
地
の
人
を
雇
い
、
現
地
の
人
に

任
せ
て
い
る
事
が
多
い
。
最
近
は
取
締

役
会
議
に
外
国
人
を
入
れ
て
い
る
。

杉
本
：
商
品
企
画
な
ど
に
も
、
現
地
で

採
用
し
て
雇
用
し
て
い
る
。

下斗米氏から問題が提起され、熱心な意見交換が行われた

Ｈ
Ｒ
Ｍ
研
準
備
会
合
を
終
わ
る

Ｈ
Ｒ
Ｍ
（
注
３
）
研
究
会
準
備
会
合
の
第
一
回
は
、
２
０
１
６
年

７
月
に
開
催
し
た
。
設
立
に
あ
た
り
Ｈ
Ｒ
Ｍ
研
究
会
準
備
会
合
と
準

備
を
つ
け
た
の
は
、
研
究
目
的
を
ど
う
す
る
の
か
と
問
わ
れ
た
時
に
、

ま
だ
ま
だ
概
念
の
段
階
に
あ
り
、
と
り
あ
え
ず
議
論
し
て
み
よ
う
と

の
背
景
が
あ
っ
た
。
準
備
会
合
も
回
を
重
ね
、
17
年
12
月
11
日
に
第

８
回
目
の
会
合
を
終
え
た
段
階
で
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
人
財
と
し
て
の

議
論
を
総
括
す
る
と
、
技
術
経
営
人
財
育
成
の
観
点
か
ら
は
グ
ロ
ー

バ
ル
経
営
人
財
像
が
明
確
に
な
る
と
と
も
に
、
育
成
す
る
と
の
観
点

か
ら
は
、
資
質
と
し
て
の
一
面
が
強
い
こ
と
が
分
り
、
育
成
法
を
明

示
す
る
こ
と
の
難
し
さ
も
見
え
て
き
た
。
葛
藤
の
８
回
の
準
備
会
合

で
あ
っ
た
が
、
今
回
で
終
了
す
る
こ
と
と
し
た
。

国
内
で
経
営
が
で
き
れ
ば

グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
は
で
き
る

経験の中で育つグローバル経営人財
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体
質
に
す
る
た
め
に
、
外
国
人
労
働
者

を
受
け
入
れ
る
企
業
も
あ
る
。

下
斗
米
：
日
本
で
働
き
た
い
と
い
う
外

国
人
労
働
者
が
増
え
て
い
る
。
一
回
は

ま
っ
て
し
ま
え
ば
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

前
田
：
必
要
に
迫
ら
れ
れ
ば
、
誰
で
も

し
ゃ
べ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

小
平
：
「
英
語
で
論
文
を
書
こ
う
」
と

か
、
「
英
語
で
講
義
を
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
か
、
「
英
語
を
使
う
」
こ

と
が
グ
ロ
ー
バ
ル
評
価
の
マ
ス
ト
（
Ｍ

Ｕ
Ｓ
Ｔ
）
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
コ
ン

セ
プ
ト
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
匂
い
が
し

な
い
。

ど
こ
で
も
経
営
で
き
る
経
営
人
財

小
平
：
準
備
会
合
の
議
論
も
こ
こ
ま
で

来
た
。
そ
ろ
そ
ろ
こ
の
議
論
も
ま
と
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

杉
本
：
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
と
い
う
の
が

あ
る
の
で
は
な
く
て
、
企
業
の
置
か
れ

た
環
境
と
状
況
で
人
財
が
要
求
さ
れ
て

く
る
。
刻
々
、
状
況
が
変
わ
る
。
日
本

の
企
業
が
そ
の
変
化
に
対
応
し
て
変
わ

っ
て
な
い
。
大
学
も
変
わ
れ
て
な
い
と

い
う
状
況
に
あ
る
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ

に
対
し
て
、
我
々
に
何
が
で
き
る
か
と

い
う
と
、
手
に
余
る
気
が
し
て
い
る
。

し
か
も
、
個
別
に
企
業
の
事
情
は
異
な

る
。
実
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
で
取
り
組

ん
で
い
る
。

小
平
：
財
団
の
取
り
組
み
は
、
経
営
者

の
人
財
育
成
に
主
眼
を
お
い
て
い
る
。

こ
こ
ま
で
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
ら

経
営
者
の
人
財
と
し
て
の
議
論
が
見
え

て
き
た
。
レ
ー
バ
ー
と
か
、
中
間
層
と

か
、
海
外
に
送
り
だ
す
人
材
の
扱
い
を

議
論
す
る
と
複
雑
に
な
る
。

経
営
人
財
と
な
っ
た
ら
特
別
な
こ
と

を
す
る
の
で
は
な
く
、
国
内
で
経
営
が

で
き
る
よ
う
な
人
で
あ
れ
ば
、
グ
ロ
ー

バ
ル
で
あ
ろ
う
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で
な

か
ろ
う
と
経
営
は
で
き
る
気
が
す
る
。

日
本
の
企
業
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
が
で
き
な
い
。

杉
本
：
そ
う
い
う
話
が
多
い
。
日
本
人

の
学
生
よ
り
、
優
秀
で
あ
る
。
昔
の
高

度
成
長
期
に
は
、
外
国
人
も
雇
っ
て
い

た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
少
な
く
な
っ
た
。

前
田
：
大
学
は
、
学
生
や
留
学
生
が
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
に
な
っ
て
欲
し
い
と
考

え
て
い
る
と
思
う
。
専
門
性
を
備
え
た

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
に
な
っ
て
欲
し
い
。

現
状
日
本
の
企
業
は
、
大
学
生
に
白
無

垢
の
、
地
頭
の
良
い
学
生
で
あ
れ
ば
良

い
と
思
っ
て
い
て
、
知
識
を
求
め
て
い

な
い
。
そ
れ
で
は
い
け
な
い
の
で
、
大

学
は
、
企
業
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
し
て
、
企
業
が
求
め
る
人
材
を
育
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
こ
と

前
田
：
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
は
、
経
験
の

中
で
し
た
育
た
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

企
業
は
、
そ
の
よ
う
な
環
境
を
与
え
、

育
成
す
べ
き
だ
と
思
う
。
そ
の
時
、
自

分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
外
国
で
は
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
も
っ
て
い
な
い
人
間
は

相
手
に
さ
れ
な
い
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
は
自
分
で
育
て
る
し
か
な
い
。

小
平
：
新
入
社
員
教
育
で
、
多
く
の
企

業
が
企
業
忠
誠
心
を
教
え
る
。
外
国
人

に
は
、
な
じ
め
な
い
と
思
う
。

淺
野
：
外
国
人
を
外
か
ら
日
本
に
持
っ

て
く
る
必
然
性
は
少
な
い
の
で
は
な
い

か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
を
外
に
持
っ
て

い
く
と
い
う
ニ
ー
ズ
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル

人
財
を
国
内
に
持
っ
て
き
て
働
か
せ
る

と
い
う
２
つ
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
。
そ
の

２
つ
を
比
べ
た
ら
、
圧
倒
的
に
グ
ロ
ー

バ
ル
人
財
を
外
に
出
し
た
い
と
い
う
ニ

ー
ズ
が
強
い
の
で
は
な
い
か
。

小
平
：
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
企
業
体
質

理事 杉本 晴重米国ベンチャー企業との付き合い

グ
ロ
ー
バ
ル
体
験

海 外

（10）

（注６）

米
国
駐
在
の
経
験
や
実
績
が
買
わ

れ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
の
協
業
ビ

ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
す

る
機
会
が
１
９
９
０
年
代
に
何
回
か

あ
っ
た
。

90
年
代
は
、
丁
度
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
大

き
な
変
革
が
起
き
た
時
期
で
、
特
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
発
展
に

伴
う
ル
ー
タ
や
サ
ー
バ
ー
の
分
野
、

光
通
信
や
高
速
無
線
通
信
分
野
な
ど

で
、
米
国
西
海
岸
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ

ー
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
次
々
と
起

業
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
中

に
は
、
今
を
時
め
く
大
企
業
に
成
長

し
た
会
社
も
あ
っ
た
。

当
時
の
日
本
企
業
で
は
経
験
出
来

な
い
、
多
く
の
事
を
学
ん
だ
。
日
本

市
場
は
米
国
市
場
に
次
ぐ
規
模
と
将

来
性
が
あ
り
、
日
本
メ
ー
カ
は
Ｆ
Ｔ

Ｔ
Ｈ
（
光
加
入
者
）
や
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
非

同
期
転
送
モ
ー
ド
）
に
は
注
力
し
て

い
た
が
、
ル
ー
タ
等
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
分
野
で
は
、
海
外
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
に
後
塵
を
拝
し
て
い
た
た
め
、
協

業
す
る
余
地
が
あ
っ
た
。

ス
ピ
ー
ト
と
機
動
性
に
優
れ
て
い
た

彼
ら
の
共
通
的
特
徴
は
、
①
ユ
ニ

ー
ク
な
独
自
技
術
と
製
品
、
②
ス
ピ

ー
ド
と
機
動
性
（
Ｑ
Ｃ
Ｄ
の
Ｄ
最
優

先
）
、
③
早
期
の
新
市
場
形
成
と
シ

ェ
ア
獲
得
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
先
進
的
で
大
き
な
市
場
を

持
つ
米
国
で
実
績
を
上
げ
、
日
本
市

場
で
は
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
格
の
顧

客
を
ま
ず
攻
略
す
る
目
的
で
、
そ
の

技
術
優
位
性
や
実
績
経
験
を
売
り
込

ん
だ
。
人
脈
を
駆
使
し
て
多
様
な
人

材
を
次
々
に
集
め
、
開
発
ス
ピ
ー
ド

も
早
か
っ
た
が
、
協
業
相
手
や
Ｍ
＆

Ａ
の
決
定
、
契
約
内
容
の
判
断
な
ど

で
は
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
決
め
た
。

責
任
分
担
は
明
確
だ
っ
た
。

Ｗ
Ｉ
Ｎ
・
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の
関
係
が
重
要

一
方
、
筆
者
が
所
属
し
て
い
た
職

場
で
は
、
担
当
部
門
だ
け
で
は
決
ま

ら
ず
、
上
層
部
へ
の
報
告
や
知
財
部

門
の
判
断
、
承
認
を
得
な
い
と
進
め

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
協
業
検

討
を
始
め
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
か
ら

は
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
は
、
リ
ソ
ー
ス

の
余
裕
が
な
い
。
人
と
時
間
は
一
番

貴
重
だ
か
ら
、
長
い
会
議
な
ど
や
め

て
欲
し
い
」
と
苦
言
を
呈
さ
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。

競
合
に
な
り
か
ね
な
い
日
本
市
場

で
の
米
国
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
の
協
業
で

は
、
Ｗ
Ｉ
Ｎ
・
Ｗ
Ｉ
Ｎ
関
係
が
構
築

出
来
な
い
と
成
功
も
長
続
き
も
し
な

い
。
製
品
を
販
売
・
サ
ポ
ー
ト
す
る

だ
け
で
な
く
、
真
の
日
本
版
製
品
と

な
る
よ
う
に
共
同
開
発
や
、
品
質
保

証
面
で
の
協
力
を
行
い
、
信
頼
関
係

の
構
築
に
心
掛
け
た
。

米
国
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
、
契

約
に
厳
し
く
、
品
質
問
題
等
で
苦
労

す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
一
旦
協

業
が
動
き
出
す
と
、
お
互
い
プ
ロ
同

士
、
競
争
力
の
あ
る
モ
ノ
づ
く
り
で

実
績
を
出
し
、
仕
事
に
や
り
が
い
が

あ
っ
た
。
米
国
人
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
経

営
者
の
し
た
た
か
な
戦
略
と
厚
か
ま

し
い
程
の
積
極
性
や
、
無
駄
な
仕
事

は
し
な
い
速
い
決
断
ス
ピ
ー
ド
等
、

参
考
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

（注６） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：グローバル体験』に後日掲載

（注５） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/HRM研究会/『HRM研究会準備会合（第8回）』に後日掲載
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２
０
１
８
年
を
迎
え
て
10
日
余
り
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
世
界
は
挑
発

行
動
を
繰
り
返
す
北
朝
鮮
の
核
・

ミ
サ
イ
ル
問
題
へ
の
対
応
に
揺
れ

て
い
る
。
「
最
大
限
の
圧
力
」
を

か
け
て
核
放
棄
に
向
け
た
対
話
に

持
ち
込
み
た
い
ト
ラ
ン
プ
政
権
。

し
か
し
外
交
的
解
決
が
望
め
な
い

場
合
に
は
軍
事
攻
撃
も
現
実
味
を

帯
び
て
く
る
の
か
。
目
が
離
せ
な

い
状
況
は
続
い
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
核
開
発
の
発
端
と

な
っ
た
の
は
第
二
次
世
界
大
戦
中

の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
で
あ
っ
た
。

大
規
模
な
軍
事
動
員
は
科
学
技
術

分
野
に
も
波
及
し
、
戦
時
中
に
四

百
の
大
学
、
研
究
所
、
企
業
と
科

学
技
術
開
発
契
約
が
結
ば
れ
、
３

万
人
の
科
学
者
が
軍
事
研
究
に
従

事
し
た
。
そ
の
他
ジ
ェ
ッ
ト
・
エ

ン

ジ

ン

や

デ

ジ

タ

ル

・

コ

ン

ピ
ュ
ー
タ
、
半
導
体
な
ど
戦
後
の

ハ
イ
テ
ク
産
業
を
支
え
た
基
幹
技

術
は
、
戦
中
・
戦
後
の
短
期
間
に

集
中
し
て
発
明
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

政
府
に
よ
る
新
技
術
に
対
す
る
積

極
的
な
支
援
は
、
冷
戦
を
背
景
と

し
た
ア
メ
リ
カ
の
「
危
機
感
」
を

表
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
危

機
」
は
「
機
会
」
に
も
な
る
。

冷
戦
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
ア
メ

リ
カ
の
科
学
技
術
政
策
は
、
国
防

の
研
究
開
発
と
物
理
学
を
中
心
と

し
た
基
礎
研
究
を
重
視
し
、
経
済

効
果
や
採
算
を
度
外
視
し
た
巨
額

資
金
の
投
入
を
可
能
に
し
た
（
注

７
）
。
こ
の
時
、
政
府
が
軍
事
研

究
の
協
力
を
要
請
し
た
の
が
企
業

と
大
学
で
あ
っ
た
。
安
全
保
障
上

の
理
由
か
ら
先
端
技
術
を
支
援
し

よ
う
と
す
る
政
府
と
、
新
た
な
技

術
の
研
究
開
発
資
金
を
必
要
と
し

た
、
企
業
と
の
利
害
は
噛
み
合
っ

た
。
ま
た
、
潤
沢
な
研
究
資
金
に

魅
力
を
感
じ
た
大
学
に
と
っ
て
も

悪
い
話
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し

て
出
来
上
が
っ
た
産
官
学
の
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
が
冷
戦
期
の
研
究
開

発
体
制
を
形
成
し
た
（
注
８
）
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
核
軍
縮
交
渉
が
進
み

デ
タ
ン
ト
の
時
代
を
迎
え
る
と
軍

事
分
野
の
開
発
体
制
に
疑
念
を
持

つ
よ
う
な
声
も
多
く
な
り
、
企
業

や
大
学
も
離
脱
し
た
。
そ
の
結
果

ア
メ
リ
カ
の
技
術
政
策
は
大
き
く

行
き
詰
ま
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
技
術

政
策
は
危
機
的
状
況
へ
の
対
応
と

い
う
側
面
が
強
い
。
何
ら
か
の
危

機
が
発
生
す
る
と
、
新
設
さ
れ
た

機
関
に
巨
額
の
予
算
が
投
じ
ら
れ

て
技
術
面
か
ら
対
応
す
る
。
し
か

し
危
機
を
脱
し
、
目
的
が
達
成
さ

れ
る
と
予
算
は
削
減
さ
れ
る
。
国

の
リ
ー
ダ
ー
の
一
言
で
動
き
出
し

た
巨
大
な
科
学
技
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
ア
ポ
ロ
計
画
も
そ
の
典

型
だ
。
ソ
連
に
遅
れ
ま
い
と
し
て

全
米
の
科
学
者
の
英
知
が
結
集
さ

れ
、
産
官
学
が
一
体
と
な
っ
て
開

発
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
で
も
ア
ポ

ロ
11
号
の
成
功
以
降
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

の
予
算
は
大
き
く
削
減
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
危
機
の
時
代
に

こ
そ
科
学
技
術
開
発
は
進
む
の
で

あ
る
。
は
た
し
て
今
日
の
北
朝
鮮

の
核
や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
め
ぐ
る

「
危
機
」
は
、
科
学
技
術
政
策
を

推
し
進
め
る
「
機
会
」
と
な
る
の

か
注
目
し
た
い
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
「
技
術
革

新
」
と
訳
す
が
、
台
湾
で
使
っ
て

い
る
「
創
新
」
と
し
た
方
が
、
適

訳
の
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
は
、

革
新
的
な
技
術
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
先
導
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

社
会
変
革
が
起
こ
ら
ず
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
起
き
た
と
い
え
な
い
か
ら
だ
。

で
は
、
い
か
に
し
て
革
新
的
な
技
術
を

商
品
化
し
、
市
場
を
形
成
す
る
か
。
変
革

の
時
代
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
し
て
、

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築

に
取
り
組
む
こ
と
を
お
薦
め
し
た
い
。
そ

の
取
り
組
み
を
行
う
に
は
、
社
長
が
リ
ー

ダ
ー
と
な
っ
て
、
営
業
部
門
と
技
術
部
門

と
経
営
企
画
部
門
の
３
部
門
が
連
携
し
て
、

か
つ
中
長
期
戦
略
の
一
環
と
し
て
お
こ
な

う
の
が
良
い
。

多
く
の
企
業
が
新
規
の
市
場
を
作
れ
な

い
で
悩
ん
で
い
る
。
そ
の
原
因
の
多
く
は
、

自
社
が
持
つ
強
み
の
源
泉
で
あ
る
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
力
を
認
識
し
、
顧
客
に
簡
潔

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
か
ら

だ
。
新
規
の
顧
客
と
あ
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
話
を
す
る
と
き
、
自
社
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
力
を
語
り
、
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

そ
の
際
、
『
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ブ

ラ
ン
ド
の
す
す
め
』
を
、
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
う
。

（
小
平
和
一
朗
）

編集後記

一般財団法人
アーネスト育成財団

案内

塾
研
究
科
・
後
期
課
程

西
河
技
術
経
営
塾
研
究

科
・
後
期
課
程
に
4
月
か

ら
既
に
博
士
の
学
位
を
持

つ

つ
２
名
の
研
究
者
が
研
究

生
と
し
て
就
任
す
る
こ
と

で
内
定
し
た
。

研
究
科
活
動
の
幅
と
質

を
高
め
る
と
と
も
に
、
次

世
代
の
即
戦
力
と
な
る
講

師
陣
の
一
翼
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

寄
付
講
座
の
具
体
化
が
進
む

寄
付
講
座
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

２
つ
の
大
学
で
具
体
化
し
て
い
る
。
実

行
に
あ
た
っ
て
整
理
す
べ
き
、
諸
条
件

の
す
り
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
千
葉
の
大

学
で
は
、
経
営
学
科
の
学
部
生
に
「
技

術
経
営
」
を
講
義
す
る
。
講
座
は
、
座

学
60
分
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
30
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
技
術
が

経
営
に
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
る
か
を
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
企
画
提

案
を
し
、
賛
同
し
て
い
た
だ
い
た
。

「
西
河
技
術
経
営
学
」
を
い
か
に
分

か
り
や
す
く
学
生
に
説
明
で
き
る
か
が

課
題
で
あ
る
。
塾
の
講
師
陣
と
研
究
生

が
担
当
し
、
経
営
経
験
を
、
楽
し
く
伝

え
る
研
究
に
取
り
組
む
。

（注６）敬愛大学経済学部専任講師・博士（経済学）
（注７）有本健男「知の大競争と科学のガバナンス」、坂井利之ら編『高度情報化社会のガバナンス』NTT出版、2003年、第6章
（注８）村山裕三『テクノシステム転換の戦略―産官学連携への道筋』NHK出版、2000年、第3章


